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2019～2020  会長 平林 辰夫  幹事 小松 賢三 

◼ 会長挨拶 平林辰夫君 

時代は平成から令和に代わり、皇室では「践辟の儀(せんそのぎ)」後、「即位の礼」が行われました。即位礼は日本の天皇

が、皇位を継承したことを国の内外に示す一連の国事行為たる儀式で、最高の皇室儀礼にあたります。中心儀式の即位

礼正殿の儀は、諸外国における戴冠式、即位式にあたります。即位の礼後に五穀曹穣を感謝し、その継続を祈る一代一

度の大嘗祭が行われ、大嘗祭後も一連の行事はまだ続いています。さて、令和天皇（今上天皇）は、皇太子時代に水問題

に対する造詣が深くオックスフォード留学時代は、テムズ川の水上交通の歴史を研究され、世界水フォーラム等でも記念

講演をされています。今回の会長挨接は、徳仁親王としてまとめられた「水運史から世界の水へ」という本の中から引用し

てみたいと思います。水問題はあたかも水がどこでも流れていくように、世界の紛争、貧困、環境、農業、エネノレギー、教

育、ジェンダーなど様々な分野に縦横無風にかかわってきます。地球上には、まだ安全な水を飲むことができない人々や、

整った衛生施設を利用できない人々が多く存在します。また、少なすぎる水は、渇水などの問題を引き起こす一方、多す

ぎる水は、洪水や土砂災害などの災いをもたらします。東日本大震災に伴う津波や巨大台風による高潮などの被害も甚大

です。令和元年台風 19号は、千曲川の堤防決壊をはじめとして、日本各地に大規模な水害をもたらしました。私たちは災

害を少しでも減らすために過去の災害をしっかりと記憶し、語り継いでいかなければなりません。そして常に災害に備えるこ

とも大切なのではないでしようか。 

理事会報告・幹事報告 小松賢三君 

○ 本日は例会前に 0123広場に遊具贈呈を行いました。 

○ 例会終了後、指名委員会が開催されますので委員の方は出席願います。 

○ 11月 23日に諏訪大社新嘗祭が行われ数納エレクトと岩波嘉寿夫君が参加しました。 

○ 今後の予定 

 11月 30日（土） CLIPinすわ連続講演にて助成金目録贈呈 

 諏訪湖 RC創立 35周年記念式典 

 地区職業奉仕セミナー 

 12月 3日（火） 通常例会 小松郁俊君卓話 

 「フレイルについて」 終了後理事会 

 12月 10日（火） 通常例会 年次総会 

 平林辰夫君卓話 

 12月 17日（火） 家族に感謝クリスマス例会&忘年会 

 12月 24日（火） 指定休日 

 12月 31日（火） 指定休日 

◼ 出席報告・ニコニコＢＯＸ 出席 28名（出席率 74.0%） ニコニコボックス 14名より 14,000円 

◼ 委員長報告 社会奉仕委員会 立石邦廣委員長 

0123広場への遊具贈呈式の報告と 11月 30日に行われる CLIPinすわ主催の連続講演会の案内がありました。 

◼ 委員長報告 国際奉仕委員会 小松郁俊委員長 

会員各位から米山奨学金 70,000 円、ローター財団 348,000 円の寄付があり先日送金した報告がありました。ご協力あり

がとうございました。 

◼ 0123広場遊具贈呈式 

 

 


